








歴史地理学調査報告 第7うJ・49～591996   
秩父郡大宮町における他国商人の定着  
一中町・伊勢屋片山家を事例に－   
Ⅰ 他国者片山家の来任  































































v 49－   
柳島通り  
因片山家  享保元年 自身番所  
A六日町 玄 友  b 十六目町  利兵衛  
文化13年 市場惣代居所  
C六日市場 助右衛門  f 十六E】市場 佐兵衛  
D 何  忠兵衛  イ瀾  同   拗兵衛  
E 同  徳兵衛  h  I可   成郎イJ撤fl・j  
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いい，当時大宮郷の名主の一人であった。   
これに関連して，次のような田地手形がある。  
手形之専   
一一，午末両年之かつゑこおよび，其上当年中之   
御年貢にはつシ仕共不罷成候故，我等之田何方二   
而も御請取無之候を，名主殿へ我等御請取被下候   
へ由話シ申二付，金弐両弐分之ゆわい（祝）ニ而永   
高合弐百四輪文田永代御講取被下候寄添存候，此   
田之健二付而脇♂誰人何を申候共，我等相渡し中   
上ハ罷出申分可申候，少も御気遣被成間数候，為   
後日如此二候  
田主番場  
寛永廿一年申十二月六日  久左衛門⑳  
（証人二名連印略）  
新井四郎兵衛殿  


























一，御 公儀様御年責諸役等之発着榊条目之適御  
勤祭殿商こ人レ御支配吋被成候，為後‖他面如件  























Ⅱ 片山家の医業経営  





を指す。   
まずは，片山家が医業を営んだ屋敷について述  












名主   
席野縫殿介御  
享保ム甘イ・九月  























































ような人物であったのだろうか。   
初代轟兵衛の初出は寛政13年（1801）1月であ  
り，2点の文書に現れる。これらは同時に作成さ  
第5図 片山家の中町屋敷の買得  
（松本家文番「大宮郷絵図」，掌保5年9月  
「屋敷譲渡シ中辛形之翠」より作成）  
（PINAX MICROCOSMOGRAPHICUS）』12）を和訳  
したものであり，挿入された解剖図まで模写され  
ている。このことは，片山家の当主が，蘭方の医  






















・札之事   
・，我等年来大和塵韓兵衛棟プJニ奉公致駐在低処，   
右御主人様病死後先般忠兵衛殿我等二申候宵，国   
元本家汗構登り候梯申候間，任申能登り候処，謀   
計を以暇差出シ候様断面割とけ有之候由重り傑人，   
早速有里二い東本店江川立致，主人韓兵衛梯‖ 到腐   
敗シ内々訳柄及承候処，忠兵衛鰻取計こ而蝦芳川   
シ候構り息此 依之御主人ん■を暇耽り候処差、1与り   
追々難渋二粧軋、1川与身之掛リfノ樹木＝ノ，鯉雄即卜   
町相模履弥市搬を以追走段々之始末柄相噺シ，難   
渋之身分適・打明シ世話致被下度趣押Irl摘もこ州純   
申候処御相談被卜，瞥之l勺御店二差脛被下條様被   
成下，戚二以解凍刊：合，粍トも触之，然ル上帯勿   
論何事二木1視天照大神・八幡人持藤・糾l人明神   
之欝文灘、ンニ，簡殿御世話相成候段，憫々骨所用守   
一小‡1，苫万々 心得過等放低俵も有之候ハ1勒罰   
を請，持上鉾蠍何様二身曾取扱被成候共決雨後悔   
放間数候，為後¶焼成・札，他面如什  
置くようになっていた。   
2点目に，店借となった番兵衛が窺助の見世を  
預かった一札を掲げる。  
・札之事   
…，此度輿殿秩父人冨町片山安八殿見匪・式御買   
取粧成，私見世之儀二付前奔寄居町之・件も有之，   
何や見世柁等二御任被下候枝折人而相楯，右こ付   
輿殿御店こ相適無之，依之伊勢犀之のうれん殊二   
窺のす相人目川】，人金之偽者当時手切二相成金八   
面相渡シ，柁荷物之儀者歎殿方∂御送り被下候趣   
相談二及御承知被仁 御店預り候他覚正二御座候，   
然ルヒ音イr御店勘定向之偽者飛等肇不及申f一孫   
永々跨殿九1年々†裾≠商を以分・差卜l小一l條制約   
定相極メ，尤此証文面之適何時こ而も御人用之節   
音御勘定吋致候，蒐又常文相立右規定急使相守町   
叩，紆ん■小…御京二人車中掛事拓も致候俄有之候  
／、、，何時こ而も御撼杵被蚊帳施銭節m・．ム之焼印  
．択ケ什間敢候，尤我等偶々骨折商l畑幣日放末々宵   
我等こ御誹り被ド候趣御‖錘之上御厨預り時計文，   
他面如鼎  
魔政十∵暦仲吊汗   
中村l勺  
窺  助殴  
慮揉掛軸   
魔政†・ミ内申1r川   
中村内  
藤  助殿  



















していた。′ この－－－－■札によると，大和屋は寄居町の  
国元本家と，江中表本店の¶二つの鼠世を持ってい  
た。感兵衛は江≠i東本店にいた主人酋兵衛の奉公  





















，誹ノ邦耶産｝‖中間乱打相棒こハ急煙毒引叶紆軋   










































2）伊勢屋の薬種店   
伊勢魔窟兵衛は，魔政期以降，何時かほ明確で  
はないが，先の約定の通り，見世を持ち主の中村  
































∫・油，竜′粋がある（J   
これらの壌稗の付人れ先には，年により若十の  
変動があるが，主なものは，上野国緑野郡藤岡町  
（札 群罵県藤間市）の町巨岬」兵衛，児玉郡本圧宿  
上町（硯，本庄市本上主）の中原1き用IS，児玉郡児二t珊一  


























Ⅴ 結びにかえて  
本稿では，秩父郡大宮町における他国商人の定  
着の過程を，中町の伊勢屋片山家を事例に検討し  































ー 57 －   
明治期以降の伊勢崖片山家の商業活動の展開につ  
いては，稿を改めて検討しなければならない。  
付 記  
本塙の作成にあたって，片山家御当主である誠二   
郎氏には，片山家文番の閲覧に便宜をおはかりいた   
だいたばかりでなく，数々の御教示をいただきまし   
た。また，中町会顧問柳武象氏，今宮神社祢宜塩谷   
治子氏，秩父市立国賓館，寄居町教育委員会社会教   
育課の皆様にも，史料の閲覧，および聞き取りに御   
協力いただきました。予備調査の際には，宮側町作   
美洋一・氏に，片山家をはじめとする史料所在の情報   
について紹介の労をいただきました。記して，深謝   
申し上げます。   
注および参考文献   
1）川崎俊郎・河野敬・…・・山澤学（1994）：秩父人宮の  
都市形成と商業の変遷，歴史地理学調査報告，6，   












外御用控」（享保元年10月，秩父市立囲沓館蔵，上   
町・松本家文書「御用日記」く宝永6年〉所収。以   
下，同様史料は松本家「御用日記」と略称）には，  
六日町自身番所として玄友（片山），十六日町自身   




拗兵衛（不詳）・重郎右衛門（井上）の名前が見える   
（柿原謙一編（1995）：『秩父地域絹織物史料集』，   
埼玉新聞社，218号）。これらのうち当時の犀敷が  
判明するものについて第1図に図示した。それら   
の分布から，本文の推測を裏付けることができる。  
4）以下，「系図」とする。「系図」の作成には明らか   
な作為が認められる。一例をあげると，安昇（玄友）   
の餐子正義（保五郎）は，高野四郎左衛門の次男で   
単性したと記きれているが，実は「跡式相続出来   
兼候由」により離縁された（「差上申願手形之事」，   
寛政2年2月）。このように系譜上の傍が意図的に   
伏せられている。しかしながら，そのような作為  






によると，渡辺清兵衛家は須ヶ瀬に現存し，その   
阻筑後守は伊勢国司北畠氏の旧臣で，その砦跡が  
現存する。  
7）菅原・・氏蒐集文書（柵原前掲3）史料集53一号㍍ 元禄  














10）この手形に見える以外，系譜は締らかでない。なれ   












元編（1929）：『埼玉叢湾＝ 覇㌢＝臥，1！）7り復刻，国  






に「旅館兼料理店 堀内藍太郎」と見えるが，そ  
ー 58 触   
れ以前の家業は不明である。  
17）「薬種売買取調番上」（明治6年）に「篭政九年丁じ  




























Ⅶ 59－   
